
                 

 

平 成 ３ ０ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 

                      水 管 理 ・ 国 土 保 全 局 

ペーパン川、砂
すな

川
がわ

、高梁川
たかはしがわ

、沼
ぬ

田
た

川
がわ

等で緊急的な治水対策に着手します。 

～平成３０年７月豪雨により甚大な被害を受けた砂川及び沼田川等で緊急的な治水対策に着手～ 
平成３０年７月豪雨により、特に甚大な被害が発生した石狩

いしかり

川
がわ

水系ペーパン川、旭
あさひ

川
がわ

水

系砂川、高梁川水系高梁川、沼田川水系沼田川等において、事業主体である各道県によ

って、災害対策等緊急事業推進費（※1）等を活用して、今年度より緊急的・集中的に治 

水機能の強化を図る緊急治水対策に着手します。 
 

○石狩川水系ペーパン川（北海道旭川市）・・・・・・・・・・・別紙１ 

〈河川災害復旧等関連緊急事業〉※3    〈災害関連事業(※4) 等〉  

・全体事業費 約 25 億円            ・全体事業費 約 7.2 億円 

・事業期間  2018 年度～2022 年度       ・事業期間  2018 年度～2020 年度 

・事業主体  北海道             ・事業主体  北海道 

※北海道の記者発表資料はこちらをご覧ください。 

    http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/kss/index.htm 

 

 ○旭川水系砂川（岡山県岡山市）・・・・・・・・・・・・・・・別紙２ 

〈河川激甚災害対策特別緊急事業〉※2   〈災害関連事業(※4) 等〉 

・全体事業費 約 140 億円                    ・全体事業費 約 4.4 億円 

・事業期間  2018 年度～2023 年度           ・事業期間  2018 年度～2020 年度 

・事業主体  岡山県             ・事業主体  岡山県 

※岡山県の記者発表資料はこちらをご覧ください。 

    http://www.pref.okayama.jp/site/presssystem/ 

 

 ○高梁川水系高梁川（岡山県総社市）・・・・・・・・・・・・・別紙３ 

〈河川災害復旧等関連緊急事業〉※3    〈災害関連事業(※4) 等〉 

・全体事業費 約 37 億円           ・全体事業費 約 3.7 億円 

・事業期間  2018 年度～2022 年度     ・事業期間  2018 年度～2020 年度 

・事業主体  岡山県            ・事業主体  岡山県 

※岡山県の記者発表資料はこちらをご覧ください。 

     http://www.pref.okayama.jp/site/presssystem/ 

 

○沼田川水系沼田川等（広島県三原市）・・・・・・・・・・・・別紙４ 

〈河川激甚災害対策特別緊急事業〉※2 

・全体事業費 約 53 億円 

・事業期間  2018 年度～2022 年度 

・事業主体  広島県 

※広島県の記者発表資料はこちらをご覧ください。 

        https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/99/nutagawa-gekitoku.html 

 

 

平成３０年７月豪雨関連 



※1 災害対策等緊急事業推進費：年度途中に発生した自然災害による被災地域や重大な交通事故が発 

生した地域において、当初予算では対応しきれない対策に年度内に緊急に予算支援する制度 

 

※2 河川激甚災害対策特別緊急事業：洪水等により激甚な被害が発生した河川について、改良事業を 

実施することにより、再度災害の防止を図るもの 

 

※3 河川災害復旧等関連緊急事業：上流部における改良事業等の実施にあわせ、下流部での流量増加 

への対応が必要な区域において改良事業を実施することにより、再度災害の防止を図るもの 

 

※4 災害関連事業：被災箇所あるいは未被災箇所を含む一連の施設について、災害復旧事業費に 

改良費を加えて改良事業を実施することにより、再度災害の防止を図るもの 

 

（なお、改良事業とは、被災箇所の原形復旧のみでは再度災害の防止が十分でない場合に、堤防 

の嵩上げや河道掘削などの機能向上を図るもの） 

 

【問い合わせ】 

国土交通省水管理・国土保全局 

・河川激甚災害対策特別緊急事業、河川災害復旧等関連緊急事業 

  治水課 企画専門官 森久保 司（内線 35-514）、課長補佐 丸山 和基（内線 35-612） 

代表 03-5253-8111 直通 03-5253-8455  FAX 03-5253-1604 

 ・災害関連事業 

防災課 災害査定官 齋藤 充（内線 35-752）、災害査定官 佐渡 周子（内線 35-725） 

代表 03-5253-8111 直通 03-5253-8458  FAX 03-5253-1607  



①

③

②

河川災害復旧等関連緊急事業区間 L=6,510m

L=4,580m L=1,930m

災害復旧事業及び
災害関連事業区間

災害復旧事業及び
災害関連事業区間

平成３０年７月豪雨により、北海道管理区間のペーパン川では、浸水家屋16戸、農地浸水面積132haの甚大な
浸水被害が発生。
災害関連事業及び河川災害復旧等関連緊急事業により、河道掘削等を実施し、早期に浸水被害の解消を図る。

【北海道】 石狩川水系ペーパン川 河川災害復旧等関連緊急事業 等
いしかりがわ

位置図

ペーパン川

旭川市

石狩川

牛朱別川

【全体計画】
河川名 ：一級河川 石狩川水系ペーパン川
事業内容 ：河道掘削、護岸、用地補償 等
全体事業費
復緊事業：約25億円
災害復旧事業及び災害関連事業：約7.2億円

事業期間 ：H30～H34
施工地 ：旭川市

【凡 例】

H30.7浸水区域
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被災時水位
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対策後水位

標準断面図

別紙1

復緊事業のうち、H30第3回推進費：約1.8億円（河道掘削）



平成３０年７月豪雨により、岡山県管理区間の砂川では、浸水家屋2,246戸の甚大な浸水被害が発生。
河川激甚災害対策特別緊急事業等により、築堤、河道掘削等を実施し、早期に浸水被害の解消を図る。

【岡山県】 旭川水系砂川 河川激甚災害対策特別緊急事業 等
あさひがわ すながわ
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【全体計画】
河川名 ：一級河川 旭川水系砂川
事業内容 ：河道掘削、築堤、護岸、橋梁、用地補償 等
全体事業費
激特事業：約140億円
災害復旧事業及び災害関連事業：約4.4億円

事業期間 ：H30～H35
施工地 ：岡山市

浸水戸数（戸）

床上 床下 計

H30.7.6
出水

1,393 853 2,246

事業効果

浸水家屋を
すべて解消

位置図

岡山県岡山市
旭川水系砂川 ② 冠水した岡山市街地

① 冠水した岡山市街地

③ 砂川のはん濫状況
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【凡例】

決壊箇所

浸水範囲

岡山市

激特事業区間 L=7.2km

A-A’横断図

災害復旧事業及び
災害関連事業区間

別紙2

激特事業のうち、H30第3回推進費：20億円（河道掘削、築堤等）



平成３０年７月豪雨により、岡山県管理区間の高梁川では、浸水家屋１１８戸の甚大な浸水被害が発生。
河川等災害関連事業及び河川災害復旧等関連緊急事業により、築堤等を実施し、早期に浸水被害の解消を図る。

【岡山県】 高梁川水系高梁川 河川災害復旧等関連緊急事業 等
たかはしがわ たかはしがわ

【全体計画】
河川名 ：一級河川 高梁川水系高梁川
事業内容 ：築堤、護岸、樋門、用地補償 等
全体事業費
復緊事業：約37億円
災害復旧事業及び災害関連事業：約3.7億円

事業期間 ：H30～H34
施工地 ：総社市

岡山県総社市
高梁川水系高梁川

位置図
高梁川

① 冠水した総社市下倉地区 ② 右岸側決壊による被災状況
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事業効果

決壊箇所

③ 総社市日羽地区の浸水状況

被災時水位

築堤

築堤

【断面図（ A-A’）】

別紙3

河川災害復旧等関連緊急事業区間
L=5.0km

災害復旧事業及び
災害関連事業区間

【凡例】

決壊箇所

浸水範囲

平面図

県管理区間
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上記のうち、H30第3回推進費：5億円（築堤、護岸工等）



平成３０年７月豪雨により、広島県管理区間の沼田川流域では、浸水家屋２，４８３戸の甚大な浸水被害が発生。
河川激甚災害対策特別緊急事業により、築堤、河道掘削等を実施し、早期に浸水被害の解消を図る。

【広島県】 沼田川水系沼田川 河川激甚災害対策特別緊急事業
ぬたがわ ぬたがわ

【全体計画】
河川名 ：一級河川 沼田川水系沼田川等
事業内容 ：河道掘削、築堤、護岸、堰改築、用地補償 等
全体事業費：約53億円
事業期間 ：H30～H34 
施工地 ：三原市

② 冠水した工場

浸水戸数（戸）

床上 床下 計

H30.7.6
出水

2,137 346 2,483

① 冠水した三原市街地
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浸水家屋を
すべて解消

【位置図】

広島県三原市
沼田川水系沼田川他

③菅川左岸破堤箇所

事業効果
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床下
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被災時水位

掘削 護岸
護岸

対策後水位

Ａ－Ａ‘断面

別紙4

上記のうち、H30第3回推進費：16億円（河道掘削、護岸工等）

菅川

梨和川

仏通寺川

三次川

尾原川

七宝頭首工

本郷橋

小原頭首工

茶山涯頭首工

天井川

沼田川

激特事業区間（沼田川） L=6.5km

激特事業区間（仏通寺川） L=3.7km

激特事業区間（天井川）
L=0.3km

激特事業区間（梨和川）
L=1.6km

激特事業区間（菅川）
L=1.0km

平面図

H30.7浸水範囲

三原市 決壊箇所

【凡例】

沼田川

沼田川

※激特事業区間内には、災害復旧事業箇所もあります
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